
有限会社アミナカの代表取締役、網中久也です。まず
は弊社の紹介から始めます。創業が昭和53年9月で現在
47年目、法人化してから26期目になります。所在地が
三木市加佐にあり、従業員数が8名、年商は1億6,000万
円になります。

アルバイト時代

平成15年、29歳の時に事業承継しましたが、小学校
4年生ごろからこの業界で仕事をしているので、今で大
体40年ほど仕事をしています。
最初は洗車のバイトから始めました。その頃はバイト
をしながら、お客さんに「ありがとう」をもらう為に仕
事をしていました。ただ、本当の理由はお小遣いをもら
いたくて働いていました。「ありがとう」をもらうため
には、そこそこのクオリティを出さないと「ありがと
う」って言ってもらえないと思います。それに加えてお
小遣いをもらうとなると、それ以上の結果を出さないと
お客さんはお小遣いをくれないので、いかにお小遣いを
もらうためのクオリティを出すかということを考えなが
ら、ずっと仕事をしていました。この時の考え方は今に
も通ずるものがあると思います。
小学校6年生ごろから、クーラーがついていない車に
対して取付ける仕事をしていました。1台つけるとだい
たい1万円くらいもらえ、1日に2台3台つけるとバイト
代とは別で2～3万円もらえるような時代でした。
高校生になると、他の社員さんと同じぐらいの仕事が
出来るようになり、一人で車検とかもしていました。こ
の時に頂いていたバイト代が、時給600～700円ぐらい

の時代に日当1万円ぐらいもらっていたので、ずっと「継
いだらお金持ちになれる」と思っていました。

有限会社アミナカへ入社

自動車専門の短期大学を卒業後に、ネッツトヨタに就
職しました。ここで先輩から3つのことを教えていただ
きました。1つ目は「スピード」、その次に「正確に」
することを教えていただきました。弊社にお客さんが何
を買いに来ているのかというと、多分時間と安心を買い
に来られています。この時間と安心をクリアしようと思
うと、やっぱりスピードと正確性が必要です。私は今で
も「早く、正しく、正確に」ということを社員さんにずっ
と言い続けています。それをクリアしようと思うと、3
つ目の「掃除」が必要です。「速さと正確性をクリアし
ようと思うと、汚いところや乱雑な環境で部品とか道具
を探さないといけないようでは、正確な仕事はできな
い。この掃除が大切だよ」ということを教えていただき
ました。これは今でもずっと弊社の方では続けており、
私が思うプロの仕事だと思います。
有限会社アミナカに戻り、天狗の状態だったころ、次
世代経営者研修があり、1期生で入らせてもらい、ここ
で経営のいろはを教えてもらいました。そこでMG研修
も経験し、決算書の作り方も勉強させてもらいました。
当時は「整備もできるし経営もできるし、社長なんか余
裕でできる」と思っていました。

社長就任、そして退任

この頃は父が体調を崩して入退院を繰り返していまし
た。28歳ごろ、父より社長をやるように言われました。
いろんな研修に行って経営もできるし、社長ぐらい余裕
でできると思っていたので、すぐ快諾して社長に就任す
ることになりました。
この時の私の考えは「取引業者は『買ってあげてる』」

「社員はいつやめてもらってもいい」「人生勝ち組」でし
た。社長になったので、やっと金持ちになれると思って
いましたが32歳の時に売上がどんどん下がっていき、
経営方針で両親と対立することになります。父は事務員

報告者：網中 久也氏（有限会社アミナカ 代表取締役）

「俺が変わるから会社も変わるで！」
～変なプライドを捨てればいつでも人は変われる～
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氏　　名：西田 晃三
所　　属：兵庫支部
同友会入会：2015年10月

■事業内容及び企業の沿革
事業内容
写真事業： フォトウェディング・成人式・七五三・お宮参

り・学校撮影etc
EC事業： 着物を中心としたネット衣装レンタル（楽天・

Yahoo・自社サイト）
沿革
1987年 有限会社いせや写真館に法人化。
2010年  着物を中心としたEC事業「貸衣裳ぽえむ 楽天

市場店」をスタート
2016年  業界初の楽天アワードを受賞し受賞率1％の
 月間優良ショップを年間9回受賞
2024年  障害者雇用 優良中小企業認定
 淡路島初の「もにす認定」

■経営理念の成文化について
いつ頃・どのようなきっかけ（勉強方法や経験）で制作
しましたか
「なぜ売り上げを上げ続けなければならないのか？」
ある日、パートスタッフから投げかけられたこの問い
に、明確な答えを返すことができませんでした。
同時に、以前から写真事業と貸衣装事業の両方を一つ

の言葉で表せるものを模索していましたが答えが見つか
らず、理念の必要性を強く実感しました。
この二つの答えを見いだすためには、経営指針づくり勉

強会に参加する事が必要だと考え学びを深める決意をしま
した。
その中での出来事について（社内での出来事・社員の変
化など）
「やった事は還元される」という信念のもと、お客様

の思い出創りに貢献するにはまず自分自身が満たされて
いる事が大切。理念を掲げてからは、社員一人一人が意
識を高め、より良い方向へと変化していきました。
信念を言い続け、浸透させる事が会社の成長につなが
ると信じています。

■経営理念について
経営理念への思い
「あきらめを叶うに」
車椅子の方や背の高い方、着物を着る事を諦めていた
方々に「着られる！」という喜びを届ける事が私たちの
使命です。
お客様の大切な思い出を作るのは社員であり、その過
程で私たち自身も幸せを感じ満たされる企業でありたい
と考えています。
これからの夢・抱負
私たちの目標は「世の中のあきらめを【叶う】に変える」
こと。たとえば、車椅子の方でも簡単に着られるよう、
チャック式の晴れ着を開発するなど、従来の基準では対
応できなかった方々のためのサービスを提供し続けます。
私たちの仕事はお客様に希望を届けること。そしてお
客様の心に「希望の炎」をともすこと。お客様がHappy
になり、私たちもHappyになれる。そんな「Win-Win」
の関係を実現しながら、これからも挑戦を続けていきます。

西田 晃三（兵庫支部）VOL.225

私たちは思い出創りのメーカーです。
1） 私たちは、思い出創りを通じて社会になくては
ならない企業になります。

2） 私たちは、思い出創りを通じて「安心」と「感
動」を提供し続けます。

3） 私たちは、思い出創りを通じて社員の幸せを実
現できる企業になります。

有限会社いせや写真館

スタジオ背景

淡路島初の「もにす認定」
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